
第 3学 年  体 育 科 学 習 予旨 導 案

日 時  平 成15年10月10日 (金) 5校 時

場 所  白 山小学校体育館

児 童  第 3学 年児童

(男 8名  女 12名 計 20名 )

授業者 神 田智之

1 単 元名 ボ ールゲーム (サッカー型ゲーム)

2 教 材名 ハ ンドサッカー

3 教 材について

(1)教 材について

本教材は,バ スケットコー トを使用 し, ビ十チボ~ル をサッカ‐のように操作 しな

がら敵のゴールにシュー トをして得点を競い合 うゲームであるが,普 通のサッカ
ーと

違 うところは脚ではなく手でボールを操作するところである。

ボールを使ったゲ
ームというと,子 ども達はナッカー,キ ッグベース, ドッジボー

ル,ポ ー トボールの経験があり,特 に,サ ッカTや キックベースは男子が休み時間に

やる遊びの中心である。そのため,「 蹴る」 という技能については差があり,ま た,

サッカーボールのように堅いボ十ルヘの恐怖心を抱 く子 もいることから, ビーチボー

ルを手で操作するハン ドサッカーを導入することは,子 ども達にとっては未知のゲー

ムであることからも,み んなが楽 しめる教材とするのに意義あることと考える。

(2)児 童について

子ども達はボールを使ったゲームが好 きであり,特 に男子は,普 段からサッカ
ーや

キックベースを通して親しんできている。時々は,男 子の遊びの中に女子も数名入る

こともあり,男 女で遊ぶ姿も見られる。体育で行ってきたボールゲームでは,得 意な

男子がボールを独占してしまいそうになることもあったが,女 子からは,ま だボール

をパスされていない人がいるからその人にボールを回すように促される場面もしばし

ば見掛けられた。もちろん,能力の高い男子から進んで他の子にボールを回してあげ

ることもあり,み んなで仲良くゲームをするという気持ちが表れていた。反面,勝 つ

ことだけにこだわる子もおり,チ ーム編成の際には上手な子だけを集めようとしたり,

スタンドプレーに走る場面を見ることもあった。また,ゲ ームの中で自分がどこで何

をしたらよいのかがわからずにプレーが消極的になる子もいた。

そこで,子 ども達それぞれの存在感や所属感,成 就感を味わわせながら運動に親し

ませ,運 動の楽しさを得させたいと考える。

(3)指導について         マ

まず,子 ども達自身が自分達の体育だという意識のもとに授業に臨ませたいと考え

る。そこで,は じめのチーム編成において,で きるだけ子ども達の考えを生かせるよ
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うにするが,で きるだけチームでの力の差がないように気を付けさせるようにする。

チエムの名前も考えさせ,意 欲を高めさせたい。また,ゲ ームで使うゴ‐ルを子ども

達に作らせ,そ の意識を高めさせるようにする。

子ども達自身の存在感や所属感を高めさせるようにするために,チ ーム内での役割

分担を行うことにする。具体的には

① キ ャプテン・・・作戦立案,練 習時の指示

② 副 キャプテン・・。作戦立案,練 習時の指示

③ 交 渉 ・・・ゲーム時の陣地,ハ ンデなどの話し合い

④ 用 具 ・・・使用するボールとゴールの用意 ・片付け

の4つ のいずれかの役に就かせる。

成就感を味わわせるために,各 自が作戦を分かり,ど こにいてどんな動きをしたら

よいのかが分かるようにするため,は じめの段階はグリッドを使ったコ‐卜を使用す

ることとする。グリッドで区切ちた中で,誰 がどこにいて, どのような動きをすれば

よいのかを作戦を立てる中で明らかにできるようにする。

4 指 導の目標

関心 ・意欲 ・態度 勝 敗を公正に認め,協 力しながら仲良く楽 しく運動に取り組むこと

ができる。

思 考  ・ 判 断  弱 点を補強するための作戦を立て,ゲ ームに生かすことができる。

技      能  チ ームの作戦や人の動きに合わせて,攻 守の動きができるも

5 指 導計画 (8時 間)
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6 本 時の展開

(1)評価の観点と評価基準

(2)展 開 (◇支援 ☆ 評価)

基準

観点

A 十 分満足できる B お おむね満足できる C 努 力を要する児童へ

の手立て

関心

意欲

態度

進んで仲間と協力して

仲良く楽 しくゲームを行

い,勝 敗に対して公正な

態度をとることができる(

仲良 く楽 しくゲームを

行い,勝 敗に対 して公正

な態度をとることができ

る。

チームの一員であると

いう自覚を持たせ,チ ー

ムメイ トからの支援をも

らうようにする。

思考

判断

弱点を補強するための

作戦を考え,理 解 し,ゲ

ームで有効に生かすこと

力やできる。

作戦を理解 し,ゲ ーム

でその動 きができる。

作戦タイムの中で,チ

ームメイトから具体的な

指示を出してもらい,理

解できるようにする。

技能 チームの作戦や人の動

きに合わせて, ドリブル

・パス ・シュ十 卜ができ

る。

ゲームの中で, ドリブ

ル ・パス ・シュー トがで

きる。

ドリブル ・パス ・シュ

ートができるように,準

備運動の中で動きに慣ら

すようにする。
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めあての確認2

・ 児 童の服装や体調は事前に確認 し

ておく。
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せめ方を正夫してゲー をしよう。 ☆ め あてを把握できた

か 。

)指示で体操を行 う。

ゴとに分かれ,ボ ールを使

「―ミングアップをとる。
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あいさつをしっかり行わせる。

前時の反省を生かしたゲームがで

きるようにするとともに, どんなこ

とがうまくいかなかったかを考える

ように声がけをするよ

ルールに従って順調にゲ=ム を進

めさせたい。

弱点を見付けることができたか。

ゲームを振り返り,弱 点を明らか

にした上で作戦を考えて練習させる

作戦がうまくいっていないチ
ーム

に助言する。

各チームを回り,賞 賛や励ましの

声をかけるようにする。

作戦を生かすことができたか。

弱点を克服できたか。
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8分

7 反省

次時の予告

挨拶 ・後片付け10

・ テ ームでの反省をし,各 チームか

ら発表させる。

・ 次 時はまもり方をくふうしたゲー

ムをすることを予告する。
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